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概要：昨今, 様々な場所でバリアフリー化が進められており, 大学においても障がい学生支援のために,
バリアフリー環境の整備が進められている. こうしたハード面での整備に加え,ソフト面の整備も同様に

必要とされている. その一つとして, 障がい学生も安全に円滑に大学生活を送れるように, 大学のバリ

アフリー情報を伝えるアクセシビリティマップの作成が挙げられる. 本研究では，ストリートビューに

よって多くの視覚情報を提供できる Mapillary や, 自由に様々な情報を付加できる OpenStreetMap を

用いて，障がい学生が大学内のバリアフリー情報を確認できるサイトを構築した. 本論文では，このア

クセシビリティマップ提供サイトの構築について報告する. 
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Abstract: It is getting popular for many organisations to make facilities barrier-free so that disable 
people would have better access to the communities and societies in Japan. Universities are also 
expected to implement inclusive education support. While it will not be easy for a university to 
implement barrier-free facilities physically, one may well implement information provision such as 
an accessibility map.  In this research we tried and implemented an accessibility based on 
OpenStreetMap and Mappilary. This paper reports our implementation. 

 
 

1. はじめに    

近年障害者差別解消法[1]が施行され, 公的機関の障がい

者に対する合理的配慮の不提供は禁止とされた. しかし,

民間事業者に対しては合理的配慮の提供は努力義務にとど

まっている. そのため本研究者等の大学では, 一部ではバ

リアフリー化は進められているが, 未整備の建物も存在す

る．平成16年3月に文部科学省によって発表された学校施

設バリアフリー化推進指針[2]によると，エレベータ・スロ

ープ・多目的用トイレ等の設置が重要だとされている. す

なわち, そうした設備が不十分な大学では，障がい学生が

安全かつ円滑に大学生活を送ることが困難な状態となる

[3]. 一方, ハードウェアの整備はコストがかかり,容易に

行うことが難しいため, 本研究では情報通信技術を利用し

た対策を考えた. 

 大学内には多くの障害物がある.それによって障がい学

生には様々な問題が生じる. 視覚障がいを持つ学生であれ

ば,段差や砂利道などの足場の悪いところでは転倒する恐
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れがある. また，車椅子利用者のためには,施設を利用す

る際のスロープやエレベータ, 多目的トイレの整備状況や

設置場所を調べる必要がある. 事前に大学内のバリアフリ

ー状況を把握することができれば. こうした問題に事前に

対応でき, 障がい学生もより安全で円滑な大学生活を送る

ことが可能である. 

 一方, 昨今,自由に修正可能な地図オープンストリート

マップ(OpenStreetMap, OSM)[3]が，地図を基にした情

報提供に利用されている. また，Mapillary[4]は，位置情

報に基づく写真共有のためのサービスで，ストリートビュ

ーのような表現が可能である.  

 本研究では, OSM と Mapillary を用いて様々な利用者

の意見を反映したアクセシビリティマップ提供サイトを構

築した. アクセシビリティとは利用のし易さのことで,高

齢者や障がい者にも配慮し, 誰にでも使い易く, 見易く, 

理解し易く工夫されているものが, アクセシビリティが高

いとみなされる. 
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 本論文では ,次節で関連研究を挙げ ,3節でOSMと

Mapillaryについて紹介する．4節でそれらを利用したアク

セシビリティマップの提案と研究者らの所属する私立大学

における実装を報告し, 5節で考察を述べ, 6節でまとめを

述べる． 

2. 関連研究 

2.1 京都大学フリーアクセスマップ 
当該マップ[4]では，地図上にすべての施設における多目的

トイレやエレベータなどの設置場所が示している. また，

坂道や砂利道などの路面の状態の確認も可能であり, 施設

へのアクセスを把握することができる.  

 一方，本研究で今回作成したサイトでは，写真を載せる

ことにより, 実際の状況を自分の目で確認できるようにし

た. さらに, 施設内のバリアフリー状況についても載せ, 

目的地までのアクセスの把握を可能にした. 

  
2.2 筑波大学バリアフリーマップ 
当該マップ[7]では, 施設ごとにドアやスロープなどの入

り口の状態が詳しく説明されている. 施設内の階ごとの地

図もあり, 各教室のドアや入り口の段差などが写真ととも

に示されていることから, 自分の目で実際の状態を把握す

ることが可能である.  

 本研究で今回作成したサイトでは,施設内の写真だけで

はなく, 施設外の写真も同様に提供し, 目的とする施設ま

でのアクセスも視覚的に確認できるようにした. 

 

2.3 視覚障害者のためのバリアフリーマップ 
当該研究[8]では, 多くのバリアフリーマップが視覚障が

い者の利用を配慮していないことから, 視覚障がい者のア

クセシビリティ向上を可能とするバリアフリーマップを提

案している. 視覚障がいを全盲, 弱視, 色弱に分類し, 全

盲者に対しては, 地図などの非テキスト情報への代替情報

として, 施設名とその付近のランンドマーク情報を付加し,

地図の概略を伝えられるようになっている. また, 弱視・

色弱者に対しては, 文字サイズの大きさ, 背景・文字色の

組み合わせを考慮している. 

 本研究でも, 今後, こうした観点を取り入れ, より多く

の方にとって利用しやすいサイト構築を目指したい. 

 

3. OSM 等の紹介 

3.1 OSM について 
OSM は,地理情報データを誰でも利用できるよう, フリー

の地理情報データを作成することを目的としたプロジェク

トである. 一般的な地図サイトの地理データは著作権があ

り, 無断で加筆や修正を行うことはできない. また, 地図

に誤りがある場合も, 利用者が, 直接, 修正することは難

しい. 一方, OSM では, 利用者は, 自由に地図を編集する

ことが可能である. 

 

3.2 OSM と GoogleMap の比較 
OSMがGoogleMapと最も異なる部分は誰でも自由に編集

ができるという点である. そのためOSMには情報が登録

されない限り, 白地図から更新されず, ほとんど情報が載

っていない地域もある. 一定の情報を望む者にとっては

GoogleMapの方が有用であるかもしれない. また, 誰でも

編集できることから, 信用性という点でもGoogleMapより

劣る.  

 一方, 利用者が情報を登録すればするほど多くの情報が

載せられるため, GoogleMapよりも情報量が勝る地域もあ

る. また, 新しい建物ができた際には地図に早く反映でき

るという利点もある. 

 

 
図 1 Mapillary の画面例 

Figue1. A sample image of Mapillary 

 

3.3 Mapillary について 
Mapillary はクラウド版 Google ストリートビューとも言

われる世界中のあらゆる場所をストリートビュー化できる

プロジェクトである. 専用アプリをダウンロードすること
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によって簡単にオリジナルのストリートビューが公開でき

る. OSM を活用したサービスで, OSM からも Mapillary

の写真を参照することができる.  

 写真を撮る際に GPS を利用しているため, 写真を公開

した際に正確に地図に反映できる. 図 2 に示すように様々

な方向からの画像も閲覧も可能である. また, 連写写真に

関しては動画としても閲覧できる. 

 

4. 提案と実装 

4.1 アクセシビリティマップの提案 
研究者らの所属する私立大学のアクセシビリティマップは

作成途上の段階にあり, 図 2 に示すように地図に付箋を張

り合わせただけの状態である. これらの情報も反映させ

た, より詳細に大学のバリアフリー状況を伝えるアクセシ

ビリティマップが必要である. 特定の人だけが地図を編集

するのではなく, 誰でも情報を登録することができれば,

より細かい多くの情報を提供できると考えたことから

OSM と Mapillary を用いたアクセシビリティマップ提供

サイトの構築を提案する. 

 

図 2 アクセシビリティマップ作成のための情報整理状況 

Figure 2. The current state of information collection for 

an accessibility map 

 

4.2 実装  
実装では, OSM や Mapillary の既存のサービスを利用し,

アクセシビリティマップを作成した.  

OSM 上では, 大学内の地図は未編集で何も登録されて

いなかったため, 大学内の施設を OSM に登録した.図 3 に

示すように,施設の入り口部分にタグを付け, 車椅子利用

者が入館できるかなどの入り口の情報を記載した. 

 

 

図 3 OSM でのタグ付け 

Figure 3. An OpenStreetMap with a tag 

 

 さらに, Mapillary を利用し, 図 4 のように，大学内の写

真を上げた. また, 図 5 のようなアクセシビリティマップ

提供サイトを構築した. ここでは OSM や Mapillary では

確認できない施設内のバリアフリー情報を提供する.教室

へのアクセスを把握できるように, フロアごとのマップを

載せた.また,施設や教室の入り口部分は写真とコメントを

表示した.この他に,本サイトの利用者との連絡手段として, 

メールや, 利用者の多い SNS(Facebook, Twitter, LINE

等)も用いた. 

 
図 4 Mapillary での写真表示 

Figure 4. Attaching a photograph using Mapillary 

 

 

図 5 アクセシビリティマップ提供サイト 

Figure 5. The front page of the Accessibility Map 
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5. 考察 

本提案システムの利用者は，当初対象とした障がい学生の

他, 障がい学生支援に関わる人々が含まれる．今回, 外部

から大学のバリアフリー状況を確認する手段ができたので, 

障がい学生の安全で円滑な学生生活作りが可能となる.  

一方, アクセシビリティについては, 校舎の増築, 施設

内のリフォーム等により状況が改善されていくことにより, 

随時その情報を更新していく必要がある. 従来の紙の地図

による状況把握では, 更新情報に基づいた地図の改訂のた

めの手間や時間のコストがかかる. このような観点から, 

修正・加筆の自由度が高い本提案の有用性は認められる.   

さらに, 障がい学生支援の現場では，紙ベースで眺めな

がら，支援員等が話し合い, 情報共有することも多い．同

時に紙ベースも随時出力する必要もある． 

本研究を通し, 大学内で情報通信技術の研究者と障がい

学生支援の当事者間で有意義な情報交換ができた. 技術者

は, 需要を知ることができ, 当事者は, 新たな有用な技術

とその可能性を知ることができた.  

 

6. まとめ 

バリアフリー環境整備のためには多額の経費と時間がかか

る. 本研究では, 情報通信技術の立場からの支援を考え, 

バリアフリー情報を提供および共有できるサイトを構築し

た. 今後, 本研究で開発したサイトは学内での長期運用実

験を行う予定である. その中で明らかになる課題に対応し, 

利用者にとってさらに利便性の高いサイト構築を目指す.  

さらに, バリアフリー対応のない場所では, 障がい者は

誰かの手を借りなくてはいけない場合も存在し, 周囲の

人々の手を借りやすい環境づくりも必要になると考えられ

る. SNS 等のコミュニティサイトや, 別途開発しているネ

ット上の戸を利用した戸口ノックシステム[9][10]等と本

研究で開発したサイトとの連携により, より有効なバリア

フリー化支援を進めたい. 

文科省が , 障がい学生支援で求める「合理的配慮」

[3][10][11]を, 今できる最善の対策を当事者の人との対話

を通じて少しずつ改善していくことと捉えれば, 現時点で

のアクセシビリティ状況について情報が共有され, 必要に

応じて適切な人的支援を行うなどの対応がとられるのであ

れば, それは合理的な配慮とみなせると考える.この観点

から, 今回実装したようなアクセシビリティマップは，需

要が高くなると考えられる.    

今後, 掲載する情報量やその内容などに関しては，様々

な利用者の意見を収集し, 内容の充実を図る. そのために

は, 障害種別により, どのような環境がバリアになるのか

の調査も必要である. さらに, 情報収集や情報修正を, 誰

が，何時，どのように行うかについて, 情報通信技術者と

障がい支援の当事者等が協働し, 考えて行く必要がある．  

一方, OSM は誰でも自由に編集できるため, 不可抗力あ

るいは不正による誤報が掲載されてしまう可能性がある.  

このような脅威への対応策についても，考えていく必要が

ある. また, 利用者への質問紙調査等による今回のアクセ

シビリティマップの評価方法も考える必要がある． 
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